



































 （1）　ウガンダ鉄道それ自体に関する研究としては，Hill, M.F., Permanent way : the story of the Kenya and 
Uganda railway, London, 1950 ; 吉田昌夫「東アフリカにおける鉄道建設と植民地経済の発展」『鉄道
史学』第 6号，1988年，林一哉「ウガンダ鉄道と英領東アフリカ ── 植民地鉄道の現地経済への
影響」『経済学論叢』（同志社大学経済学会）第 40巻第 4号，1989年，105-155頁があげられる。
 （2）　ウガンダ鉄道の建設は，1896年のウガンダ鉄道法（Uganda Railway Act）によって本国政府の事
業としておこなわれ，その建設国債の償還には 1925年までかかったのである。
 （3）　Sunderland, David, “General Introduction”, Communication in Africa 1880-1939, London, 2012 ; Manag-
































鹿島出版会，1989年，Andersen, Casper, British Engineers and Africa, 1875-1914, London, 2011.





























 （6）　Mackinnon to Salisbury, 17 December 1890, FO 84/2097, TNA,


























ウガンダ鉄道問題検討委員会（Committö appointed to consider the Question of Railway 
Communication with Uganda）の報告書は 1895年 4月には作成されたが，議会への提出は，
 （8）　Memorandum by Anderson, 10 September 1892, FO 881/6249, TNA.
 （9）　Report of Committö on Administration of East Africa, 17 April 1894, FO 881/6489, TNA. 実際には，こ
れらの地域は，ウガンダ，英領東アフリカ，ザンジバルの 3つの保護領に再編され，現在の東アフ
リカ 3国の原型となる。
（10）　Reports relating to Uganda by Sir Gerald Portal, pp. 37-39. キクユ以遠の区間では，大地溝帯に属する
急峻な地形が存在し，難工事が予想されていた。
（11）　Report of Committö on Administration of East Africa, 17 April 1894, pp. 14-15.






















問のアレクサンダ ・ーM・レンデル（Sir Alexander M. Rendel）（16），元ザンジバル総領事のジョ




（13）　Hanzard, 30 August 1895, cols. 1290-1304.
（14）　Twelfth Möting of Uganda Railway Committö, February 12, 1896, FO 881/6941, TNA.
（15）　Memorandum relating to the Uganda Railway Bill, 1896 ［c.8049］, BPP.
（16）　レンデルは，港湾ドックやインドでの鉄道建設に多くの経験を持つ技術者として，東インド鉄道
会社やインド省の技術顧問を務めると同時に，クラウン・エイジェンツとも密接な関係を持ってい
たとされる。Sunderland, Managing the British Empire, p. 66.



























（19）　Report of the Committee appointed to consider the Question of Railway Communication with Uganda, 
1895 ［c.7833］, BPP.
（20）　この間，ブーステッド・リドリー社（Boustead, Ridley & Co.）は，3%の利子保証，あるいは，1
マイル当たり 1,500ポンドか，年 14,445ポンドの補助によって，モンバサからキクユまで，2フィー
ト 6インチの鉄道を 48万ポンドで。J・ケネディ（J. Kennedy）は，2.875%の利子保証により，ウガ
ンダまでの鉄道を。キング・バロー・ブルンリー社（King, Barroud & Brunlös & Co.）は，ロスチャ
イルドの支援の下，3%の利子保証によって，ヴィクトリ湖まで 3フィート 6インチの鉄道を 320
万ポンドで建設することを提案していた。M. F. Hill, Permanent Way, e Story of the Kenya and Uganda 
Railway, 1946 ; 2nd ed., 1961, pp. 130-1.
（21）　Messrs. Pauling and Co. to the Earl of Kimberley, 8 April 1895, in Report of the Committö appointed to 






























（22）　Report of the Committö appointed to consider the Question of Railway Communication with Uganda.
（23）　Robinson, Ronald, and Gallagher, John, Africa and the Victorians : e Ocial mind of Imperialism, 1961, 
p. 335.
（24）　Hansard, 21 August 1895, cols. 479, 497.
（25）　原住民労働力の導入に関しては，林「ウガンダ鉄道と英領東アフリカ」も参照。


















事業局長の F・L・オキャラハン（F. L. O’Callaghan）が業務執行委員（managing member）
として迎えられた。また大蔵省からは G・L・ライダー（G. L. Ryder）が参加し，レンデル










（28）　Hansard, 27 July 1896, cols. 705-24705.

















た（31）。彼は 1895年 12月，モンバサに着任し，以後 1903年 5月まで，鉄道建設の現地指揮
にあたった。ホワイトハウスの下には，1896年 6月の時点で 5人の地区担当技師（District 






員会は，1895年 9月 25日の第 4回会合で 10マイル分の資材を事前に送ることを計画し
たが（33），翌 10月 15日の第 6回会合までに，それは 200マイル分にまで拡大された。この
変更の背後にはクラウン・エイジェンツが，これらの資材を翌年 4月と 7月の 2回に分け
て東アフリカに向けて船積みすることを約束したのである（34）。
（30）　First Möting of Uganda Railway Committö, September 10, 1895, FO 881/6941.
（31）　Second Möting of Uganda Railway Committö, September 12, 1895, FO 881/6941.
（32）　Foreign Oﬃce to Treasury, June 5, 1896, FO 881/6941.
（33）　Fourth Möting of Uganda Railway Committö, September 25, 1895, FO 881/6941.
（34）　Sixth Möting of Uganda Railway Committö, October 15, 1895, FO 881/6941.
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これら業務は大きく ① 鉄道建設に関わる資金の管理，② 鉄道資材の調達，③ スタッ
フの採用に整理することができる。そして，クラウン・エイジェンツは，これらの業務の

















（35）　Memorandum on the Business which the Crown Agents for the Colonies are in the position to undertake in 
connection with the Construction of the Uganda Railway, October 26, 1895 in Seventh Meeting of Uganda 
Railway Committö, September 11, 1895, FO 881/6941.
（36）　Outline of Financial Arrangements, November 18, 1895, FO 881/6941.




























（38）　Seventh Möting of Uganda Railway Committö, September 11, 1895, FO 881/6941.
（39）　Seventh Möting of Uganda Railway Committö, September 11, 1895.
（40）　Eighth Möting of Uganda Railway Committö, November 21, 1895, FO 881/6941.
（41）　Ninth Möting of Uganda Railway Committö, November 28, 1895, FO 881/6941.





























（43）　Sixth Möting of Uganda Railway Committö, October 15, 1895.
（44）　Memorandum by Sir A. Rendel, October 15, 1895, FO 881/6941.






















の 350名は 1月 6日にボンベイ（Bombay）から出発し，残りの労働者は 1月 21日にジョー
ンズとともにカラチ（Karachi）を出発した（52）。前者は中継港のアデン（Aden）でイギリス
からの技師達と合流，1月 23日にモンバサに到着し（53），後者も 2月 11日までに到着した。
到着後，船内で天然痘が発症し上陸が一時制限されるなど若干の混乱はあったものの，2
（46）　Clayton, Anthony and Savage, Donald C., Government and Labour in Kenya 1895-1963, London, 1974, 
pp. 11-12.
（47）　Foreign Oﬃce to Indian Oﬃce, October 11, 1895, FO 881/6941.
（48）　東アフリカではイスラム教が優勢であるため，同じイスラム教徒であるパシュトゥーン人が望ま
しいというのが理由であった。
（49）　Mr. O’Callaghan to Mr. Johns, November 4, 1895, FO 881/6941.
（50）　The Governor-General of India in Council to Lord G. Hamilton, June 2, 1896, FO 881/6941.
（51）　Tenth Möting of Uganda Railway Committö, January 2, 1896, FO 881/6941.
（52）　Eleventh Möting of Uganda Railway Committö, January 23, 1896, FO 881/6941.























出典）　 Instruction for the guidance of Mr. W. A. Johns from the date on which his Services are placed at 











（54）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, February 29, 1896, FO 881/6941.
（55）　Mr. O’Callaghan to Mr. W. A. Johns, November 4, 1895, FO 881/6941.
（56）　Mr. O’Callaghan to Mr. W. A. Johns, November 4, 1895.
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グルーム商会（Messrs. Grindlay, Groom, and Co.）にその募集手配を依頼した（59）。この募集













（57）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, April 25, 1896, FO 881/6941.
（58）　Mr. O’Callaghan to Mr. W. A. Johns, November 4, 1895.
（59）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, February 28, 1896, FO 881/6941.
（60）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, April 25, 1896.
（61）　Eightönth Möting of Uganda Railway Committö, May 7, 1896, FO 881/6941.
（62）　The Governor-General of India in Council to Lord G. Hamilton, June 2, 1896.
（63）　Twenty-first Möting of Uganda Railway Committö, June 18, 1896, FO 881/6941.
























College of Civil Enginöring）で 2ヶ月間の再教育を受けた後（72），7月中旬には東アフリカへ
と到着している（73）。
（65）　The Governor-General of India in Council to Lord G. Hamilton, June 2, 1896.
（66）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, October 7, 1896, FO 881/6941.
（67）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, July 25, 1896, FO 881/6941.
（68）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, August 25, 1896, FO 881/6941.
（69）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, July. 25, 1896.
（70）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, January 30, 1896.
（71）　Foreign Oﬃce to Indian Oﬃce, November 8, 1895, FO 881/6941.
（72）　Indian Oﬃce to Foreign Oﬃce, April 2, 1896, FO 881/6941.






























（74）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, April 25, 1986 ; Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, May 23, 1896.
（75）　Mr. Whit«ouse to Mr. O’Callaghan, July 18, 1896.
（76）　Twenty-eight Möting of Uganda Railway Committö, November 5, 1896, FO 881/6941.
（77）　Twenty-eight Möting of Uganda Railway Committö, November 5, 1896.
（78）　Twenty-eight Möting of Uganda Railway Committö, November 5, 1896.
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5.　おわりに
当初，帝国イギリス東アフリカ会社の事業として始まったウガンダ鉄道の建設事業は，
しかし，政治的な要因から開始が遅れた結果，その担い手をいったん失うこととなったの
である。結局，鉄道建設は外務省内に設置されたウガンダ鉄道委員会を事業主体として行
われることになる。
1894年の鉄道問題検討委員会の段階で念頭に置かれていたのは，西アフリカにおいて
行われたのと同様の「部局方式」であったが，委員会の報告書が議会に提出される段階で，
インド人労働者の導入が新たな要素として注目され，その「部局方式」の性質は大きく変
化することになったのである。
まず指摘できるのは，鉄道委員会に迎えられた業務執行委員オキャラハンの存在である。
オマニーが主張するように，本来の「部局方式」では技術的問題は専ら顧問技師が担当す
るところであったが，ウガンダ鉄道の建設はインドの鉄道システムに準じておこなわれる
ために，業務執行委員が，技術的問題に関わる権限を顧問技師と分け合うことになったの
である。
また，この「インドの鉄道システムに準じる」ことに関しては，さらに 2つのことを指
摘しておきたい。1つは，よく知られるようにウガンダ鉄道の建設においてはインド人契
約労働者が大量に導入されたのであるが，彼らは単に一様な単純労働者の集団であったの
ではなく，測量士や保線検査官といった一定の専門性を持った下級技術職を含んでおり，
クーリーの間においてさえ，職種の違いが存在したことである。
そしてまた 1つ，これらの下級技術職がインドにおいて養成され，ウガンダ鉄道の建設
もその彼らの技能に負うところが多かったということである。インド・ローカルでの下級
技術者養成機関としてのトマソン土木技術学校の存在は，興味深い事例を示しているが，
これに関してはあらためて論じることとしたい。
